























究においては，多くの場合細胞株を用いた in vitro の実験が行われるが，その発生，進行のメカニ
ズムの解明には動物モデル，特に癌を自然発症するものが必須である。しかしながら，子宮体癌の
場合，適正な動物モデルが存在しなかったためにその研究は他の癌と比較し，それほど進んでいな







(1) Blaisdell A, Crequer A, Columbus D, Daikoku T, Mittal K, Dey SK, Erlebacher A. Neutrophils Oppose 
Uterine Epithelial Carcinogenesis via Debridement of Hypoxic Tumor Cells. Cancer Cell. 2015 Dec 
14;28(6):785-99. 
２）学術発表・講演等（共同研究は除く） 
(1) Daikoku T, Terakawa J and Dey SK. A novel mouse model of endometrial cancer: epithelial specific 
Pten deletion with Lactoferrin-iCre. AACR annual meeting, Apr 18-22, 2015, Philadelphia 
Pennsylvania, USA. 
(2) 招待講演：マウスモデルを用いた子宮機能および疾患の解析，平成 27 年 7 月 15 日, 京都大
学産婦人科. 







(2) 「子宮体癌・卵巣癌における GTP/GDP 代謝」（米国・University of Cincinnati） 
４）研究費 
























シロイヌナズナやオオムギ, ヒメツリガネゴケ, シャジクモ等の緑色植物において転写因子, キナ
ーゼなどの重要な役割を担う遺伝子の構造と機能を明らかにする事で, 病傷害ストレス応答の分



























用してゲノム配列のアセンブリーを行う鍵は, メイトペアライブラリーの調製法であり, 十数 kb
までのインサートを持つメイトペアライブラリー調製技術を確立し, 百万塩基対を越えるスキャ
フォールドが得られるようになった。さらに, 一方で PacBio RSII という数千ないし一万塩基対以
上の長い配列を直接決定することができるシーケンサーが登場した。この, シーケンサーは単独で
の読み誤り率が高いが特定の偏りはないので繰り返しデータで補正することでかなり正確な配列
を得ることができる。このため, アセンブリー法においても変革が生じており, PacBio のみ, ある



















 15q11-q13 領域はゲノム刷り込み遺伝子がクラスターを形成して存在している領域であり, 
その刷り込み遺伝子の発現異常によりプラダーウィリ症候群やアンジェルマン症候群を発症する。








７）脂質代謝のマスター因子 KLF14 遺伝子の発現制御メカニズムの解明（堀家） 
7q32 刷り込み領域はラッセル・シルバー症候群や自閉症関連遺伝子の候補領域となっているが, 
その原因遺伝子の同定には至っていない。さらに最近, 7q32 刷り込み領域に位置し母性発現の刷
り込み遺伝子 KLF14 遺伝子上流に II 型糖尿病感受性多型も同定されたが, その多型が遺伝子発現
にどのように影響を与えるのかは不明である。そこで, ヒト染色体工学技術を用いたゲノム編集に
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がん抑制遺伝子 Rb によるがん幹細胞化抑制の分子機構の解明 
細胞死と炎症のクロストークに関与する因子の探索 
ヒストンのメチル化制御に関わる因子の機能解析 








































神戸大学 陸上植物の系統解析, シャジクモのゲノム解析 
遺伝学研究所 シャジクモの RNA-seq 解析 
国立科学博物館・日本女
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第 28 回生命工学トレーニングコース「遺伝子工学・基礎技術」 









機能変化，2) がんに関連する様々な生体分子の分布と変化を PET（ポジトロン断層法; Positron 
Emission Tomography）や SPECT（単一光子放射断層撮影; Single Photon Emission Computed 
Tomography）を用いて可視化することにより，高次脳機能疾患やがんの早期診断法や重症度診断














昨年度までに我々は，vesamicol を基本骨格とする PET 用 VAChT イメージング剤(－)-o-













































（OBTCPP）が，マイクロ波合成装置を用いることで，SPECT 用放射性金属である 111In と 5 分間
の反応で，放射化学的純度 95%以上で標識可能であること，さらに，111In-OBTCPP が colon26 細
胞（マウス直腸癌由来細胞株），または，B16/BL6 細胞（マウスメラノーマ由来細胞株）を移植し
た担癌マウスに集積性を示すことを見出した。今年度は，担癌マウスとして，KLN205 細胞（マウ
ス肺癌由来細胞株）を移植 BALB/c マウスを用い，111In-OBTCPP を尾静脈から投与した後の体内
分布を検討した。その結果，111In-OBTCPP の血液クリアランスは比較的遅いものの，投与 24 時間
後では 0.5% dose/g にまで低下した。また，111In-OBTCPP は肝臓，脾臓，腎臓に高い集積を示し
たが，腫瘍へも集積し，投与 24 時間後で，腫瘍へ約 7% dose/g の集積を示し，腫瘍/筋肉比は，
いずれも 9 以上であった。以上の結果は，111In-OBTCPP が腫瘍の種類によらずに集積する可能性
を示しており，腫瘍の検診用診断薬となり得る可能性を有していることを示唆している。 
5) がんの増殖能診断を目的としたσ-2 受容体イメージング研究 
がん克服には早期発見・早期治療が極めて重要であり，PET や SPECT を用いた画像診断法は，
体への負担が少なく（非侵襲的），小さな早期がん細胞でも見つけることが出来る。一方，シグマ
（σ）-2 受容体は，乳がんや膵がんなど多種の固形腫瘍細胞において発現が見られ，特に増殖期で
は静止期と比べ，最大 10 倍の σ-2 受容体が過剰発現していることが明らかにされている。即ち，
σ-2受容体は増殖期の固形腫瘍細胞の重要なバイオマーカーであり，σ-2受容体イメージングは，
がんの早期発見や増殖能診断に有効な手段となる可能性を意味している。 
我々は昨年度までに，新規 vesamicol 類縁体 p-iodo-trans-decalinvesamicol (PIDV)を放射性ヨ
ウ素[125I]標識した[125I]PIDV が，乳腺癌細胞 MCF-7，及びヒト悪性黒色腫細胞 A375 を用いた in 
vitro 及び in vivo 実験において，高いσ-2 受容体親和性・選択性を有することを明らかにした。
今年度，我々は σ-2 受容体に対する親和性・選択性の向上を目的として，立体配置が各々異なる
bicyclo[4.n.0]骨格（n=1-4）を有する新規 vesamicol 類縁体群を合成し，in vitro 評価を行った。
その結果，ベンゼン環上パラ位にブロモ基を有する vesamicol 類縁体群はいずれも高いσ-2 受容
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臨床化学特論 （医薬保健学域 保健学類 分担） 
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放射線計測学実験Ⅱ （医薬保健学域 保健学類 分担） 




茂野泰貴 （医薬保健学域 保健学類 検査技術科学専攻） 
「ストレス性疾患の客観的早期診断法の開発のための基礎研究」 
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である有機合成化学分野の研究を行っている。平成 27 年度は，教員 1 名と博士前期課程の学生 1
名とで，新規金属触媒系を用いた効率的な合成手法の開発研究を行った。 
主な研究テーマは以下の通りである。 















本触媒系を用いたConia-ene 反応の基質一般性等について詳細な検討を続けているところである。  
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薬学系 FD 研修会への参加 
薬学共用試験（OSCE および CBT）関連活動 
 
  
